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古賀秀男教授　略年譜 ・著作目録

　
　
　
　
略
　
　
年
　
　
譜

一
九
三
三
年
二
月
　
　
　
　京
城
市

(現
ソ
ウ
ル
市
)
に
生
ま
れ
る

一
九
五
一
年
三
月
　
　
　
　福
岡
県
立
三
潴
高
等
学
校
卒
業

一
九
五
一
年
四
月
　
　
　
　佐
賀
大
学
教
育
学
部
入
学

一
九
五
三
年
四
月
　
　
　
　
九
州
大
学
文
学
部
史
学
科
西
洋
史
学
専
攻
編
入
学

一
九
五
五
年
三
月
　
　
　
　
九
州
大
学
文
学
部
史
学
科
西
洋
史
学
専
攻
卒
業

一
九
五
五
年
四
月
　
　
　
　
九
州
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
修
士
課
程
西
洋
史
学
専
攻
入
学

一
九
五
七
年
三
月
　
　
　
　
九
州
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
修
士
課
程
西
洋
史
学
専
攻
修
了

一
九
五
七
年
四
月
　
　
　
　九
州
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
課
程
西
洋
史
学
専
攻
入
学

一
九
六
〇
年
三
月
　
　
　
　
九
州
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
課
程
西
洋
史
学
専
攻
単
位

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

修
得
満
期
退
学

一
九
六
〇
年
四
月
　
　
　
　
学
校
法
人
明
治
学
園
高
等
学
校
教
諭

(
一
九
六
五
年
九
月
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

で
)

一
九
六
五
年

一
〇
月
　
　
　
九
州
大
学
文
学
部
助
手

一
九
六
八
年
三
月
　
　
　
　
山
口
大
学
教
養
部
助
教
授
、
同
文
理
学
部
兼
任

一
九
七
五
年
四
月
　
　
　
　
由
口
大
学
教
養
部
教
授

一
九
七
六
年
四
月
　
　
　
　
文
学
博
士

(関
西
学
院
大
学
)

一
九
八
五
年
四
月
　
　
　
　
山
口
大
学
大
学
院
人
文
科
学
研
究
科
兼
任

(大
学
院
開
設
に
伴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

う
)

一
九
八
九
年
四
月
　
　
　
　
山
口
大
学
付
属
図
書
館
長

(
一
九
九
一
年
三
月
ま
で
)

一
九
九
四
年
四
月
　
　
　
　
山
口
大
学
教
養
部
長

(
一
九
九
六
年
三
月
ま
で
)

一
九
九
六
年
三
月
　
　
　
　
由
口
大
学
を
定
年
退
職
　
同
年
五
月
、
山
口
大
学
名
誉
教
授

一
九
九
六
年
四
月
　
　
　
　
山
口
県
立
大
学
国
際
文
化
学
部
及
び
久
留
米
大
学
文
学
部
非

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

常
勤
講
師

(
一
九
九
七
年
三
月
ま
で
)

一
九
九
七
年
四
月
　
　
　
　
京
都
女
子
大
学
文
学
部
教
授

二
〇
〇

一
年
四
月
　
　
　
　
京
都
女
子
大
学

・
京
都
女
子
短
期
大
学
部
図
書
館
長

(二
〇
〇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
年
三
月
ま
で
)

二
〇
〇
六
年
三
月
　
　
　
　
京
都
女
子
大
学
を
定
年
退
職

一
九
七
六
年

一
〇
月
　
　
　
文
部
省
在
外
研
究
員
と
し
て
イ
ギ
リ
ス
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
、
オ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ
ン
ダ
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
留
学

(
一
九
七
七
年
九
月
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
)

一
九
八
八
年
五
月
七
日
～
　
学
術
振
興
会
に
よ
り
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
大
学
の
歴
史
家
プ
ロ
ザ

　
ニ
四
日
　
　
　
　
　
　
　
ロ
ー
氏
を
招
聘
し
、
一
橋
大
学
ほ
か
四
大
学
に
お
い
て
講
演
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
セ
ミ
ナ
ー
を
主
催
し
た
。

一
九
九
一
年
九
月
～
一
〇
　
学
術
振
興
会
に
よ
り
前
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
大
学
の
歴
史
家
ド
ロ
シ

　
月

1
・
ト
ム
プ
ス
ン
氏
を
招
聘
し
、
八
つ
の
大
学

・
学
会
に
お
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
講
演

・
セ
ミ
ナ
ー
を
主
催
し
た
。

一
九
九
二
年
八
月
　
　
　
　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
思
想
史
国
際
学
会
第
四
回
大
会

(デ
ン
マ
ー
ク
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
オ
ー
ル
ボ
ー
大
学
)
で
分
科
会
議
長
を
務
め
た
。

一
九
九
三
年

一
一
月
三
日
　
中
国
文
化
賞

(中
国
新
聞
社
)
受
賞
。

　
　
　
　
著
　
作
　
目
　
録

　
　
　
　
　

〔著
書
・
編
著
書
〕

西
洋
近
代
史
像
i
市
民
革
命
と
産
業
革
命
　
　
　
　
　
　
明
　
玄
　
書
　
房
　
一
九
六
九
年

チ
ャ
ー
テ
ィ
ス
ト
運
動
の
研
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
　
一
九
七
五
年

チ
ャ
ー
テ
ィ
ス
ト
運
動
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　教
　
　
育
　
　
社
　
一
九
八
〇
年

チ
ャ
ー
テ
ィ
ス
ト
運
動
の
構
造
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
　
一
九
九
四
年

キ
ャ
ロ
ラ
イ
ン
王
妃
事
件
1

〈虐
げ
ら
れ
た
イ
ギ
リ
ス

人

文

書

院

二
〇
〇
六
年

　
王
妃
〉
の
生
涯
を
め
ぐ
っ
て

中
欧
史

(薪
版
)　
(今
来
陸
郎
編
、
共
薯
)　
　
　
　
　

山

川

出

版

社
　
一
九
七
一
年

資
本
論
物
語

(杉
原
四
郎
他
編
、
共
著
)

　

　
　

有

斐

閣

一
九
七
五
年

現
代
人
の
西
洋
史

(共
編
著
)
　

　

　

　

　

　

　
法

律

文

化

社

一
九
七
九
年
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史 窓

ナ
ポ

レ
オ
ン
の
戦
争

(
志
垣
嘉
夫
編

、
共
著
)
　
　
　
　

講
　
　
談
　
　
社
　

一
九
八
四
年

歴
史
科
学

入
門
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
三
　
　
省
　
　
堂
　

一
九
八
六
年

　

(
歴
史
科
学
協
議
会
編
、
共
著
)

ナ
ポ

レ
オ
ン
　

戦
争
編
　
覇
権
樹
立

と

帝

政

の
崩

壊
　
学

習

研

究

社
　

一
九
九

六
年

　

(
共
著
)

　

　
　
　
　

〔訳
　
　

　
書
〕

歴
史

に
お
け

る
群
衆
1
英
仏
民
衆
運
動
史

一
七
三
〇
～
　
法

律

文

化

社
　

一
九
八
二
年

　

八
四
八

　

(共
訳
、
訳
者
あ
と
が
き
執
筆
)

イ
デ
オ

ロ
ギ
ー
と
民
衆
抗
議
ー
近
代
民
衆
運
動

の
歩

み
　
法

律

文

化

社
　

一
九

八
四
年

　

(共
訳
、
訳
者
あ
と
が
き
執
筆
)

チ

ャ
ー
テ
ィ
ス
ト
ー
産
業
革
命
期

の
民
衆
政
治
運
動
　
　
日

本

評

論

社
　

一
九

八
八
年

　

(共
訳
、
訳
者
あ
と
が
き
執
筆
)

チ

ャ
ー
テ
ィ
ス
ト
た
ち
の
肖
像
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
法
政
大
学
出
版
局
　

一
九
九

四
年

　

(
共
訳
、
訳
者
あ
と
が
き
執
筆
)

階
級

・
ジ

ェ
ン
ダ

ー

・
ネ
イ
シ

ョ
ン
ー

チ

ャ
ー
テ

ィ
ズ
　

ミ
ネ

ル
ヴ

ァ
書
房

　
二
〇
〇

一
年

　

ム
と
ア
ウ
ト
サ
イ
ダ
ー

　

(共
訳
、
訳
者
あ
と
が
き
執
筆
)

　

　
　
　
　

〔論
　

　

　
文
〕

イ
ギ
リ
ス
初
期
協
同
組

合
運
動

の
基
本
的
性
　
西
洋
史
学
論
集
三
　
　

　

　

　
一
九

五
七
年

　
格
ー

オ
ウ

ェ
ン
主
義

の
挫
会
的
基
盤

チ

ャ
ー
テ
ィ
ス
ト
運
動
と
ト

レ
ー
ド

・
ユ
エ
　

西
洋
史
学
論
集
六
　
　

　
　
　

一
九

五
九
年

　

オ

ン

チ

ャ
ー
テ
ィ
ス
ト
運
動
の
歴
史
的
性
格
と
意
　
西
洋
史
学
四
二
　

　
　
　
　

　

一
九

五
九
年

　
義

に

つ
い
て

チ
ャ
ー
テ

ィ
ズ

ム
末
期
に
お
け
る
社
会
主
義

史
淵

八
〇

　

　

　
　

　

　

　

　一
九
五
九
年

　
i

労
働

組
合
と

の
関
連

に
お
い
て

チ

ャ
ー
テ

ィ
ス
ト
と
イ

ン
タ
ナ
シ

ョ
ナ
リ
ズ
　

西
洋
史
学
論
集

=

　
　
　
　
　
一
九
六

一
年

　

ム
ー
友
愛
民
主
主
義
者
協
会

の
歴
史
か
ら

ロ
バ

ー
ト

・
オ
ウ

エ
ン
研
究

の
新
し
い
展
開
　
歴
史
学
研
究

二
八
二
　
　

　
　

一
九
六
三
年

イ
ギ
リ

ス
産
業
革
命
期
の
生
活
水
準

の
問
題
　
西
洋
史
学
論
集

一
五
　

　
　
　

一
九
六
六
年

チ
ャ
ー
テ

ィ
ス
ト
と

ア
イ

ル
ラ
ン
ド
問
題
　
　
歴
史
学
研
究
三
二
〇
　
　
　

　

一
九
六
七
年

ブ

ロ
ン
テ

ル

・
オ
ブ
ラ
イ

エ
ン
と

ア
イ
ル
ラ
　
史
淵

一
〇
〇
　
　

　
　
　
　

　
一
九
六
八
年

　

ン
ド
問
題

チ

ャ
ー
テ

ィ
ス
ト
と
共
和
主
義
l
G

・
J

ハ　

小
林

・
今
来
両
先
生
還
暦
記
　

一
九

六
八
年

　

ー

二
ー
論
と

の
関
連
に
お
い
て
　
　

　
　

念
西
洋
史
学
論
集

フ
ァ
ー
ガ

ス

・
オ

コ
ン
ナ
ー
と

ア
イ

ル
ラ

ン
　

山

口
大
学
教
養
部
紀
要

四
　
　

一
九
七
〇
年

　

ド
問
題

チ

ャ
ー
テ
ィ
ズ

ム
と
階
級
意
識
ー
最
近

の
チ
　

イ
ギ

リ
ス
史
研
究

八
　

　
　
　

一
九
七

一
年

　

ヤ
ー
テ
ィ
ズ

ム
研
究

か
ら

チ

ャ
ー
テ
ィ
ス
ト
運
動
研
究

の
最
近

の
動
向

　
史
学
雑
誌
八
〇
ー

六
　
　
　

　

一
九
七

一
年

エ
ン
ゲ
ル
ス
研
究
1

そ
の

一
つ
の
動
向
　
　
　
季
刊
社
会
思
想

一
ー

四
　
　

　

一
九
七

一
年

チ

ャ
ー
テ
ィ
ス
ト
運
動
に
お
け

る

ロ
ン
ド

ン
　

イ
ギ

リ
ス
史
研
究

二
二
　

　
　

一
九
七

二
年

　

と
地
方

チ

ャ
ー
テ
ィ
ス
ト

の
土
地
計
画

に
つ
い
て
　
　

史
学
雑
誌
八
ニ
ー
七

・
八
　
　

一
九
七
三
年

チ

ャ
ー
テ
ィ
ス
ト
運
動
と
イ

ン
タ
ナ

シ
ョ
ナ
　
山

口
大
学
教
養
部
紀
要
八
　
　

一
九
七

四
年

　

リ
ズ
ム

チ

ャ
ー
テ
ィ
ズ

ム
の
成
立
と
階
級
意
識

　
　

　
歴
史
学
研
究

四

一
四
　
　

　
　

一
九
七
四
年

十
時
間
労
働
法
問
題
　

エ
ン
ゲ

ル
ス

・
チ

ャ
　

現
代

の
理
論

一
四
四
　
　
　

　

一
九
七
六
年

　

i
テ
イ
ス
ト
運
動

・
共
産
主
義
者
同
盟

チ

ャ
ー
テ
ィ
ス
ト
と

マ
ル
ク
ス

・
エ
ン
ゲ

ル
　

思
想
六
二
〇

　
　
　
　
　
　
　

一
九
七
六
年

　

ス

↓
び
。
○
冨

三

珍

い
鶴
巳

ω
島

①
ヨ
⑦
　

　
　
　

山

口
大
学
教
養
部
紀
要

一
〇
　

一
九
七
六
年

イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る

ヒ
ス
ト
リ

・
ワ
ー
ク
シ
　
歴
史
学
研
究
四
六

一　

　
　

　

一
九
七

八
年

　

ヨ
ッ
プ

の
活
動

イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
民
衆
史

の
掘
り
起
こ
し
　
歴
史
評
論
三
七
五
　
　

　
　

　
一
九

八

一
年

　
ー

ヒ
ス
ト
リ
ー

・
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
と
オ

　

ー
ラ

ル

・
ヒ
ス
ト
リ

ア
ー
ネ

ス
ト

・
ジ

ョ
ー
ン
ズ
の
追
億
と
評
伝

　
山

口
大
学
教
養
部
紀
要

一
五
　

一
九
八

一
年

チ
ャ
ー
テ

ィ
ス
ト
の
社
会
的
構
成
-
全
国
憲
　
山

口
大
学
教
養
部
紀
要

一
六
　

一
九
八
二
年
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章
協
会

「
活
動
家

」
の
職
業
分
析

一
八
四
八
年
に
お
け

る

ロ
ン
ド

ン
の
職
種
組
　
山

口
大
学
教
養
部
紀
要

一
九
　

一
九

八
六
年

　
合
と

チ
ャ
ー
テ

ィ
ズ
ム

コ
ー
ル
ド

・
バ
ー
ス

・
フ
ィ
ー
ル
ズ
事
件
ー
　
山

P
大
学
教
養
部
紀
要
二

一　

一
九
八
八
年

　
八
三
三
年

の
民
衆
急
進
主
義
運
動
と
首
都

　
警
察

『
タ
イ

ム
ズ
』
・
保
守
派
と

チ

ャ
ー

テ

ィ
ス
　

西
洋
史
学
論
集
二
六
　
　
　
　

一
九
八
九
年

　
ト
運
動

ω
o
彎
0

2
。
8
ω

。
⇔

国
く
巴
ロ
象
ざ
口
の

§

山
　
山
口
大
学
教
養
部
紀

要
二
三
　

一
九
九
〇
年

　
】≦
ρ
け①
ユ
巴
ω　

O
剛　

国
巴昌
⑦
ω峠　

O
げ
鋤
臣
①
の

　
匂
§
Φ
の

現
代

イ
ギ
リ
ス
か
ら
み
た

フ
ラ
ン
ス
革
命
二
　

九
州
歴
史
科
学

一
八
　
　
　
　

一
九
九
〇
年

○

○
年

ヨ
ー

ロ
ッ
パ
女
性
史
研
究
に
お
け

る
人
物
研
　
歴
史
評
論

四
九

一　
　

　
　
　

一
九
九

一
年

　
究
の
動
向
ー
イ
ギ
リ

ス
を
中

心
に

ヴ

ィ
ク
ト
リ
ア
女
王
　
君
主
制
と
性

(
ジ

ェ
　

歴
史
学
研
究
六
三
五
　
　

　
　
一
九
九

二
年

　

ン
ダ
ー
)
ー
ヴ

ィ
ク
ト
リ
ア
女
王
と
イ
ギ

　
リ

ス
君
主
制

の
問
題

同
ゲ
Φ
O
冨

三

ω
盆

欝

傷
ζ
鋤
臭

-両
昌
αq
Φ
尻
　

　
山

口
大

学
教
養
部
紀
要

二
五
　

一
九
九
三
年

チ

ャ
ー
テ
ィ
ス
ト
運
動

と
そ
の
リ
ー
ダ

ー
た
　
歴
史
評
論
五
三
七
　
　
　

　
　

一
九
九

五
年

　
ち
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
イ
ギ
リ

ス
論
と
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史
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茶
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収
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史
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一
九
九
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草
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ャ
ー
テ
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ス
ト
の
実
像

キ

ャ
ロ
ラ
イ
ン
王
妃
事
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え
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史
窓

五
八
　
　

　
　

　
　

　
　
二
〇
〇

一
年
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イ
ギ
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と
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ャ
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イ
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史
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〇
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追
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〇
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史
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史
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六
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〇
〇
五
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史
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ス
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